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 学生たちが氷見市で調査すると決めたのは 2012年 11 月でした。その後数回にわたって
日帰り調査に通いながら、学生たちは各々のテーマを絞り込みました。メインとなる調査
































している。北西部では宝達山、石動いするぎ山を主峰とする標高 500 メートル前後の宝達丘陵を有し、南部では 200 メートル前後の二上山丘陵が高岡市との境界を形成している。これらの




 図 1. 富山県内における氷見市の位置 （ウェブサイト「いこまいけ高岡」を参考に作成） 
 
－3－













（1889年）には、氷見町ほか 20 か村が誕生し、明治 29 年（1896年）には氷見郡となっ






 表 1. 氷見の略年表（参考文献『氷見のあゆみ』を元に作成） 
時代 西暦 年号 できごと 
江戸 1859 安政 6 氷見浦サバとアジ大豊漁 
明治 
1882 明治 15 氷見町大火、1600戸焼失 
1889 明治 22 町村制施行に伴い、合併の後、氷見町が発足 
1896 明治 29 郡の分割により、氷見郡に所属 
大正 1912 大正元 中越鉄道氷見高岡線開通 
昭和 
1928 昭和 3 氷見漁港第 1期修築工事完成 
1938 昭和 13 氷見町大火、1543戸焼失 
1940 昭和 15 加納村、稲積いなづみ村を編入 
1952 昭和 27 碁石村、八代村、余川村を編入し、氷見市誕生 
1953 昭和 28 窪村、宮田村、上庄かみしょう村、熊無村を編入 
1954 昭和 29 大田村以外の氷見郡全てが氷見市に編入 
1979 昭和 54 氷見バイパス開通 
 
1-3. 人口 
 「人口・面積・人口密度」のホームページの記載によれば、2013 年（平成 25 年）の氷
見市の人口は 49，828人（外国人は含まれない）である。1920年（大正 9年）から 2013
年（平成 25年）までの氷見市の推移を、以下の図 3に示した。これを見ると、1940年（昭
和 15年）から 1950年（昭和 25年）かけて、第一次ベビーブームの影響で氷見市の人口は増加した。だが、1950年（昭和 25年）のピークが過ぎ、それから 20年のあいだ人口は減








































































































































































































































図 5. 氷見市の産業別従事者数（氷見市HP「氷見市公開資料『4－3 統計資料（国勢調査）』氷見市の統計（平成 24年度版）」を参照し作成） 
 
 




























 図 8. 富山湾周辺の海流図（出典は図 7.に同じ） 
 主な漁法は、大型定置網漁業、小型定置網漁業、八艘張網漁業、刺網漁業、である。経
－9－
営体数は平成 20年（2008年）時点で 97で、大型定置網漁業が 7、小型定置網漁業が 19、八艘張網漁業が 1、刺網漁業が 39、その他漁業は 31存在する（表 2）。 
 表 2. 主とする漁業種類別経営体数（氷見市HP「水産統計」を参照） 




昭和 63年 250 4 75 9 24 4 22 
平成 5年 181 3 64 6 25 3 19 
10年 153 3 47 7 24 2 13 
15年 110 2 35 6 22 2 8 
20年 97 - 39 7 19 - 4 
 漁業就業者人数は、平成 20年時点で 391人で、昭和 63年の 717から比較すると年々減
少している（表 3）。 
 表 3. 漁業就業人数（出典は表 2に同じ） 総数 （女性） S.56年 S.58年 S.63年 H.5年 H.10年 H.15年 H.20年
15~19才 1 (0) 1 (0) 3 (0) 1 (0) 1 (0) 3 (0) 3 (0) 
20~29才 29 (0) 26 (0) 21 (0) 10 (0) 22 (0) 28 (0) 38 (0) 
30~39才 88 (4) 95 (3) 66 (2) 37 (1) 27 (1) 35 (0) 40 (0) 
40~49才 179 (10) 146 (3) 110 (3) 84 (2) 59 (2) 47 (2) 40 (4) 
50~59才 303 (6) 313 (3) 223 (7) 123 (6) 97 (6) 75 (3) 67 (4) 
60歳以上 304 (4) 298 (5) 295 (4) 323 (11) 313 (8) 241 (12) 206 (7) 
総数 904(24) 879 (14) 718 (16) 578 (20) 519 (17) 429 (17) 391 (12)
 





































































  氷見獅子の概要 






























































一刎は、富山県氷見市の北西部に位置する山間集落である。人口は平成 25 年 12 月の時
点で、女性 119 人、男性 118 人からなる計 237人、世帯数は 98 世帯である。氷見の中心



















図 10. 氷見市における一刎の位置（ウェブサイト「グーグルマップ」を参照） 
  一刎地区内の地形 
一刎は、「上かみ出で」「中田浦なかたうら」「浦うら出で」「奥出お く で」「谷内出や ち で」「番場出ば ん ば で」「宮みや格内かくない」の 7つの地区に分かれている。以下の図 11は一刎地区内の地図である。 
 















 この一刎には、かつて一刎小学校という小学校があった。一刎小学校は 1877 年の 11月
に浄念寺に開校された一刎育立小学校がもととなっており、1908年に初めて校舎が完成し、



























 表 5. 碁石地区の販売農家数と自給的農家数 
 販売農家数 自給的農家数 総農家数 
1985 年 303戸 28戸 331戸 
1995 年 188戸 74戸 262戸 
 注 
1）これらのほかに「分類不能な産業」という項目も存在し、就業者数は 157人となってい
るが、割合として算出した場合あまりにも小さな値となるため、図 5 の円グラフでは省略している。 
 参考文献 
氷見市立博物館編著、1996年、『氷見の祭りと年中行事』、氷見市立博物館 








年 1月 22日閲覧） 
「人口・面積・人口密度」 
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 本書で行う記述は、2013年 4月から 9月の 6か月にわたって、主に平日の日中に行った聞き取り調査に基づいている。聞き取り調査は、比美町商店街と道の駅である「ひみ番屋
街」（以下では「番屋街」と記す）を中心に、のべ 16 日間行った。調査対象は、観光客、
氷見の地元住民、比美町商店街の商店主であり、年齢層でいうと 10 代から 90 代まで、男





































































































写真 5. 潮風ギャラリー 
たたび 富山ガイド 氷見市潮風ギャラリー」
 











































比美町商店街では、年に 2 回、ハットリくんの誕生日である 5 月 5日と秋頃に商店街主
催のイベントが行われる。秋頃に行われるイベントは「潮風フェスタ」と呼ばれ、2013年
は 10月 5日に行われた。 
5月 5日に行われるハットリ君の誕生日を祝うイベントは、10時から 15時まで氷見市商























































































 比美町商店街振興組合で、理事長を務める小川隆さん（55）によると、2013 年 5 月 14










































































地図 2. 比美町商店街から海鮮館、番屋街までの地図 （ウェブサイト「Yahoo!地図」参照） 
 
4-6. 氷見商工会議所 





























































































































































































（http://fuzikoworld.com/wp/wp-content/img/spot/monu_sakana.jpg；2013年 11月 26日閲覧） 




「またたび 富山ガイド 氷見市潮風ギャラリー」 
（http://www.toyamaguide.net/spot/68/；2013年 11月 26日閲覧） 
「Yahoo!地図」 













































































 表 1. 氷見の水産加工品の生産量の変化 （『氷見市史 別巻 統計』p.134、『氷見の統計平成 12年度版』p.38より） 
年度 総数  煮干し 
みりん干
し 素干し 塩干し 塩蔵 その他 
平成 7年 5173 250 1000 12 130 12 3769
平成 8年 5044 635 1000 20 110 15 3278
平成 9年 5446 905 900 85 90 10 3456
平成 10年 3977 155 900 8 90 10 2814
平成 11年 4232 305 750 16 140 10 3011
平成 12年 4650 405 750 20 175 10 3290
平成 13年 4156 215 675 20 220 2 3024
平成 14年 2336 185 550 13 180 2 1406



















いて 12 か月以上飼育された牛のことを指し、そのなかでも、A4 以上、BMS7 以上の高品
質のものは「特選和牛」と称され、証明としてパッケージに金色のシールが張られる。一
方、B3以上 A4-BMS6未満の和牛の肉及び交雑種の肉には銀色のシールが張られる。 


















んだ BSE 問題や、平成 22 年の宮崎県での口蹄疫問題によりさらに苦境に陥ることになっ
た。しかし Tさんは、むしろそのために「『今どん底の状態から始めれば、上がるしかない』










 氷見牛の畜産農家は平成 25年 10月の段階では 12軒で、生産者の高齢化が進んでいる。
そして、高齢化問題に伴い、後継者問題も生じており、2013 年 10 月までの段階で後継者




















 氷見カレーとは、氷見産の煮干しを使うことを定義とした B 級グルメである。B 級グル
メが全国的なブームとなっていた最中に、飲食店経営 Dさん（故人、享年 54歳男性）が「氷
見は寒鰤が有名だが、寒鰤以外のシーズンも考えて一年を通じて人々が楽しめるメニュー










写真 1. 氷見カレーに関する新聞記事の一部（上：北日本新聞 下：讀賣新聞） 
 
氷見カレー学会には 2013年 10月の時点で 16店舗が加盟しており、各店舗がそれぞれ独
自の氷見カレーを販売している。これらの加盟店舗は、D さんが飲食店を一軒一軒訪ね、協力を呼びかけていくことで参加店舗を増やしていったそうだ。氷見カレー学会の目標と
して Dさんが精力的に取り組んでいたもののひとつに、「氷見カレーのレトルト商品化」が

































































































































































































































黒澤仁、2013年、『養牛の友 10 2013』、日本畜産振興会 
氷見市史編さん委員会、2007年、「34 昭和 35年～平成 15年水産加工品生産高の推移」『氷
見市史 別巻 統計』、氷見市 
氷見市総務部総務課、出版年不明、『氷見の統計 平成 12年版』、氷見市 
 参考にしたウェブサイト 
「公益社団法人 日本食肉格付協会 HP」 
































女め良ら地区にそれぞれ 1経営体ずつの、計 7経営体が存在する。昭和 63年時では 9つ経営体があったが、平成に入ってからの経営体数は減少した。なお、氷見市の漁業経営総体数 97
－51－
に対して、大型定置が 7つしかないが、平成 24年の氷見市の漁獲量の 54％（14,030トン
に対し 7,565トン）、漁獲金額の 38％（38億 1千 6百万円に対し 14億 4千万円）を占め
る。大型定置の漁獲量の上位を占めるのはマイワシ、カタクチイワシ、ソウダガツオ、ス
ルメイカであり、漁獲金額では、ブリ、スルメイカ、アジ、メジマグロが上位を占める。



























 図 1. 越中式落とし網（きときとひみどっとこむより） 
 次に、定置網漁に使われてきた船についてである。氷見で定置網漁が行われてきた天正
年間から、昭和 30年ごろまでは、「ドブネ」と呼ぶ箱型の舟が使われた。全長 14～15メートル、幅約 2.5メートル、深さ約 0.7メ―トルあまりで、船体には、主に地元の杉を、網取
りの際に太い藁綱やロープが直接当たって擦れる部分には、擦れに強いアテ材を使った。
ドブネは動力がないため、後に舵をつけて曳船ひきふねに曳かれて漁場へ往復するようになるまで、







写真 1. 揚網機 
 







である。そのなかで、四共漁業組合ができたのは昭和 28 年（1953 年）のことである。当
初、四共漁業組合の参加したのは、もともと定置網漁をしていた漁師たちではなく、八艘張り網漁をしていた漁師たちであった。 
 現在の四共漁業組合の構成員は 31人で、その役割は 7つに分けられる。まずは、現場の
総括である「船頭」である。船頭は 1 人のみで、漁の総指揮をとり、乗組員の管理や漁獲
の管理を行う。また、現場の人間として株主の役員会に参加するのは船頭だけである。そ
れに続いて、船頭を補佐する「副船頭」が 2 人、各船の現場監督である「監督」が 3 人い
る。揚網機などが導入される前は構成員の人数が多く、各船に 1 人監督が乗っていた。現





















































作業は「矢引や び き切ぎり」という。矢引切りとは沖と磯の双方に矢引と呼ばれる大きな浮子う き物を、海上の定められた所定の位置に土俵を沈めることによって定置する作業で、これによって網の形状が決まる。「切り」というのは、土俵を縄で船に固定し、その縄を「切る」ことで




















昭和 20年頃までの定置網漁では、「網起あ み おこし（網を引き上げる作業のこと）」はすべて人
力で行われた。身網の最深部付近に「台だい船ふね」と呼ばれる船を 1 艘待機させ、身網の網口付近には 6 艘の船が横一列に並んだ。それぞれの船は、岸から沖に順に「岸の子」、「岸二」、
「岸三」（岸中きしなか、岸きし大中だいなか）、「沖三」（沖中おきなか、沖おき大中だいなか）、「沖二」、「沖の子」と呼ばれた。6艘の船で身網の網口に結ばれたロープを引き上げて網を手繰り始め、「台船」と「岸の子」、「沖
の子」と、「岸三」、「沖三」どちらかの 4艘で挟み込んで魚を水揚げした。魚を水上にあげ




































































、台側の 1 艘と岸側の 1 艘で挟んで水揚げ作
、台の船に移って水揚げ作業に参加する。岸の
だからである。身網の魚をオオダモですくい
だいたい 10人ぐらいで行われる。1人がオオっ張って魚をすくいあげる（写真 3）。 
 写真 3. 水揚げの様子 
 
入れて、水温が 0℃近くに調節されており、入




















































































（URLhttp://www.kitokitohimi.com/；2014年 1月 10日閲覧） 
「氷見漁業協同組合」 
（URLhttp://www.jf-net.ne.jp/tyhimigyokyo/；2013年 12月 11日閲覧） 
「氷見市」 


























































































































 その後、敷網漁業者側からたびたび操業期間の延長が要望され、数次の変遷を経て、昭和 51 年（1976 年）に敷網（八艘張網）に関して、次のように許可方針が改められた。対
象漁船は総トン数 8.5 トン未満で、操業場所は氷見市沖水深 100 メートル以深。操業期間
は周年だが、「竹里掛ちくりのがけ」や「川尻漁場」など特定漁場では、11月 16日から 12月 21日までの 35日間は大敷網（大型定置網）によるブリとフクラギが八艘張網の集魚灯の明りを嫌っ
て網に入らないといって操業が禁止された。平成 8年（1996年）の段階で、氷見地区では






















































に、船の乗組員も 3人にまで減少したことも大きな違いである。そして、昔は 1日に 2、3
度網を揚げていたが、魚の量が減ったので現在は 1日に 1度しか網を揚げない。 



















































































































































調査方法は主に聞き取りである。2013 年 9 月 14 日～20 日に行った合宿期間を中心に、




















写真 1. 一刎の田んぼ（著者撮影） 
 表 1. 碁石地区の耕地面積 
 1908年 1950年 1985年 1995年 
田 約 20,866a 約 25,655a 約 16,600a 約 11,800a 














る世帯は 30 戸、少しでも農協などに出荷している世帯は 10 戸ほどである。富山県の農業












 表 2. 過去の農作業と現在の農作業の比較（－は現在行われていない手順） 









株かけ 鎌で稲を一株一株切り割る。 ― 



















稲かけ 稲架で天日干しにし、乾燥させる。（一週間ほど） 通風型の乾燥機で乾燥する。 
稲入れ 乾燥したかどうかを、稲を口に入れて判断し、稲を縄でまとめて運ぶ。 ― 
籾摺り 藤籠という道具を使用し籾と藁を分離し、土臼で籾殻と米をわける。 籾摺り機で籾すりを行う。 
俵詰め 米を選りすぐり、俵に詰める。 ― 
 機械の導入数についての碁石全体の統計は表 3-1および表 3-2の通りである。農家の戸
数自体が減少しているので少しわかりづらいが、機械を導入した農家の割合は確実に増
加している。 








86台 153台 88台 153台 
1995年 290台 
（227戸中235戸） 
151台 85台 132台 139台 
 表 3-2. 碁石地区全体の数戸共有台数 
 動力耕運機、 
農用トラクター 動力田植機 バインダー 自脱型コンバイン 米麦用乾燥機 
1985年 3台 6台 1台 1台 1台 




















































氷見市と一刎の、平成 25年度のハトムギ栽培の耕地面積と収穫量は表 4の通りである。 
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写真 3. ハトムギ 
（ウェブサイト「元気な農林業の実現と魅力ある農山村創造をめざす水農里み の り木ぎプラン       ～平成２１年度地域農林業振興計画（概要版）～」より） 











 氷見市 一刎地区 
耕地面積 5870a 379.4a 
収穫量 66.2t 4.48t 
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北陸農政局富山統計情報事務所、1993年、『農業センサス富山県累年統計書（昭和 35年～平成 2年』 
 参考にしたウェブサイト 
「気象庁 HP」 
（http://www.jma.goj.jp/ma/index.html；2013年 12月 11日参照） 
「氷見はとむぎ物語」 

















































































































 表 1. 現存する 5基の曳山の特徴 
 御座町 南上町 南中町 地蔵町 上伊勢町 









 表 2. 焼失した 5基の曳山の特徴 
 南下町 下伊勢町 川原町 仕切町 高砂町 
鉾留（ダシ） 鶏 笹龍胆 菊花に五七桐 錫杖 梅花 


















最も背の高いタテモンは、18 メートル以上もあったらしい。表 3 は、明治 21 年の祇園祭
に北六町の全町が出したタテモンである。 






























という具合である。18 時から太鼓台の祝詞・お祓いを受け、玉串たまぐし奉奠ほうてん1）は青年団長のみによって行われる。その後、18 時 25 分から、中町の太鼓台と新町の太鼓台を突き合せ、18
時 35分に、宵祭式は終了し、解散となる。 
 表 4. 2013年の太鼓台の順番（左から先頭に；南から北の順） 本川町 今町 中町 湊町 濱町 新町 
 翌日の 7月 14日（日）は祇園大祭の本祭である。神輿の巡行順路図とスケジュールは図
1と表 5の通りである。 
 図 1. 祇園大祭神輿等渡御巡行順路図（地元のH氏の提供） 
－88－
 表 5. 祇園大祭（本祭）のスケジュール 
時間 場所 活動 
10：00 ～  日宮神社 祇園大祭式 玉串奉奠 
12：00 ～  日宮神社 祇園大祭関係者集合 
12：30 ～  日宮神社 巡行開始 北六町の町内に引き回し 
15：15 ～  水産センター 小休止 
15：35 ～  水産センター 巡行再開 
16：00 ～ 16：40  幼児、低学年児童による太鼓台の綱引き巡行
17：10 ～  水産センター 大休止 
18：10 ～  水産センター 巡行再開 
19：00 ～ ローソン前 太鼓台の突き合せ 
19：20 ～  北陸銀行前 太鼓台の突き合せ 
19：40 ～  低学年児童解散 
20：00 ～  太鼓台の突き合せ 
21：00 ～  日宮神社 本殿で還御幸式 太鼓台の突き合せ 
21：15 ～  各町町内 各町の太鼓台が自分の町内だけに引き回し 





















   写真 1. 太鼓台の突き合せる瞬間（左） 
写真 2. 老若男女が突き合せの様子を見ようと集まる（右） 
 






















































































































































 新保は氷見市中心部から車で国道 415号線などを通って約 20分の、石川県との県境近く
に位置する地区である。現在新保は氷見市に編入されているが、1953 年（昭和 28 年）ま
では、論ろん田でん・熊くま無なし・谷屋た に や・中村の 4 つの地区とともに、1889 年（明治 22 年）に編成された熊無村に属していた。かつての生業は農業が中心で、現在も地区には田んぼが広がって
おり、1991年（平成 3年）からは集落営農が行われている。なお、新保の集落営農は氷見
市で最初に開始されたものである。 
 1933 年（昭和 8 年）には新保の戸数は 45 戸、人口は 250 人であった。2013 年（平成





















































































        写真 5. 天
 
        写真 7. カ
 




狗のエボシ         写真 6. 太鼓
  
ネ           写真 8. 天狗の採











新保での調査は、おもに 2013年（平成 25年）9月 16日から 9月 22日の間に行った。9






2-2. 獅子舞に携わる人びと 男性（青年団および壮年会） 
現在の新保の獅子舞は、地区内の青年団と壮年会が協力し、継承している。青年団の人
数が少ないため、主体となっているのは壮年会である。いずれも地区の男性によって構成

































































写真 11. 営農研修会館 
どの組み立てや、ヨメバナ（祭礼の年に婚姻
灯ょうちんをつけに行くなど、祭りのための準備が行






















































































































様子           写真 15. 出発の






















































































































































『北日本新聞』2013年 9月 23日朝刊「新保獅子舞 勇壮に」 
『富山新聞』2013年 9月 23日朝刊「勇壮な獅子舞観客魅了」 
 参考にしたウェブサイト 
「氷見市ホームページ」 
（http://www.city.himi.toyama.jp/；2014年 1月 21日閲覧） 
「Yahoo!地図」 























































































































































 写真 3. 三十三年式年大祭の様子 






















 写真 4. 寄席マワシ 

































































































































































































































































その周期が 33年である理由は、「「三」は芽出度め で たい数、それを重ねて「三十三年」毎にとは、






















 大祭の直前の 7 月になると、拝殿の中での道具の配置や詳しい流れなどについて、宮司
の助言を受けながら準備が進められた。また、大祭に必要な道具は宮司が中心となって用
意し、大祭 1週間前の 7月 13日には、神事で使われる道具が宮総代長の自宅に運び込まれ
ていた。 
 

















































 一刎八幡宮奉拝三十三年式年大祭の前日から当日にかけてのスケジュールは、表 1 にま
とめたとおりである。 
 表 1. 大祭のスケジュール 








 15:00 稚児参り 
 15:15 楽人神楽による巫女舞 
 15:45 御開帳 
 16:15 獅子舞 
 









 写真 4. 前夜祭中の拝殿 
 










どが重なって賑やかで和やかな空気が流れていた（写真 6および写真 7）。 
 
  写真 5. 拝殿前に設置された神輿  写真 6. 稚児の宿の様子 
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  写真 8. 稚児参りの様子 1       写真 9. 稚児参りの様子 2 
－129－
 








































































































































































































































































 表 1. 挙式の有無、場所の変遷 
 次に、一刎地区在住または出身の男女計 42人に対して、縁の水に関しての聞き取り調査
を行った（なお、この 41 人のうちいずれの男女も婚姻関係にはない）。以下の表 2 は「縁
の水を執り行ったことがありますか。」という質問に対しての回答を、結婚式が行われた年
代別に集計し、まとめたものである。70代までは全員、（22組中 22組）、80年代、縁の水
を 8割の人々（27組中 25組）が執り行っているが、90年には 5割、2000年代には 2割程
度の人々のみ執り行ったという結果であった。ここから、縁の水の存続にとって 90年代あ
たりが大きな転換期であったということがうかがえる。また割合に減っているにしても、縁の水は 2000年代続けられており、現在も存続するものである。 
 表 2. 縁の水を執り行った人数の変遷 結婚式を行った年代 1941 ～1950 1951 ～1960 1961 ～1970 1971 ～1980 1981 ～1990 1991 ～2000 2001 ～2012 縁の水をした人数 1 4 10 6 4 3 2 縁の水をしていない人数 0 1 0 0 1 3 7 





結婚式を行った年 1941 ～1950 1951 ～1960 1961 ～1970 1971 ～1980 1981 ～1990 1991 ～2000 2001 ～2012 家で挙式した人数 1 5 8 6 1 2 1 
式場で挙式した人数 0 0 0 0 3 4 6 
挙式していない人数 0 0 2 0 0 0 2 





























 また、当時に結婚式を挙げた人は、全員が全員、伝統に沿って第 2 節で述べたような婚
姻儀礼を執り行ったわけではなく、経済的な理由によって、儀式に多少の差があったよう
である。裕福な家では、披露宴を 2日間に分けて執り行うといったこともあった。例えば、


























































 表 3. 婚姻圏の変遷 
結婚式を挙げた
年代 
1941 ～1950 1951 ～1960 1961 ～1970 1971 ～1980 1981 ～1990 1991 ～2000 2001 ～2012 
一刎 0 2 4 0 0 0 0 
隣村 1 2 3 2 0 0 0 
－142－
氷見市 0 0 1 0 1 0 1 
その他富山県内 0 1 1 1 3 4 2 
富山県外 0 0 0 1 0 1 3 


























のである。表 2からわかるように、結婚式を挙げなかったと答えたのは 41組中 4組で、そ












































































 今回の調査では、氷見市在住の児童に対しては前述のいきいき元気館を含む 3 つの児童館を訪ね、観察調査を行った。それより上の年代の人々に対しては、比美町商店街付近で
フィールドワークを行い、子ども時代の遊びや行動範囲について聞き取り調査をした。具
体的には、小学校低学年から 80代以上までの 84人（男性 46人、女性 38人）である（表
1）。なお、女子中学生と 20代男性の意見が得られなかったことをここでことわっておく。 










表 1. 聞きとりに応じてくれた人の人数 
年代／性別 男性 女性 合計（人） 
小学校低学年 16 12 28 
小学校高学年 6 1 7 
中学生 5 0 5 
高校生 1 1 2 
20代 0 1 1 
30代 2 4 6 
40代 2 3 5 
50代 1 2 3 
60代 4 6 10 
70代 8 7 15 
80代以上 1 1 2 








のなかで 2 番目に多い 547 人である。そのため校区は広く、市街地だけでなく山村部から
通学している児童もいる。比美乃江小学校区には、「いきいき元気館」、「稲積学童」、「鹿野

































































































































































































































































































































が整備されて遊べなくなった」のだという。氷見の大火とは、昭和 13年 9月 6日に下伊勢町から出火した火災である。この火災はタバコの不始末から失火し、前日の台風によるフ
ェーン現象のために火は大きく広がってしまった。火はまたたく間に氷見市中心部を焼き
尽くし、1500 戸以上を焼失させた。図 8 は大火の被害状況を地図に示したものであるが、
現在の商店街の辺りはほぼ全焼していることがわかる。この大火の復興にともない、商店

















































氷見市史編さん委員会、2006年、『氷見市史 2 通史編二 近・現代』、氷見市 

































































































 四角を描き先攻後攻を決め、          親指を支点にして残りの四本指で 































①                     ② 
 
 
 竹を三本に割る              割った竹の先端を火であぶる 
－161－






 火であぶって曲げる             スキー板にしたり、木箱を固定し
















 針金で作った輪っかを、             走ってきたうさぎが頭を輪っか 
















地面につっかえ棒でザルを固定し、       棒には紐をつないでおき、 














































































話を聞いた小学生 7人の中でも 5人の男女が、普段から「Wii U」や「3DS」などのゲーム機で遊んでいると話してくれた。このうちのある男の子は、同級生が一刎には女の子１人
しかいないため、あまり友達とは遊ばないそうだ。 
 子どもの外遊びに取って代わったものとして次にあげられるのは、学校における部活動
－165－
の普及である。たとえば、現在小学生の男の子に、普段どのような遊びをしているかを尋ねたところ、「放課後や週末もハンドボールの練習があるからあまり遊ばない」という答え
が返ってきた。また、20代の男性も「小学校 1年生のときから部活のような感じで土日も
卓球の練習があったため忙しかった」と話してくれた。以上の調査結果は、二様に解釈で
きるように思う。ひとつは、部活動などで実施される「スポーツ」が遊びに取って代わっ
た、ということである。もうひとつは、高齢者の人の子ども時代に比べると、部活動を中
心とする学校活動のために、子どもの遊ぶ時間が減っているらしいということである。ち
なみに、一刎小学校が 2006年に閉校してからは、一刎に住む小学生は市街地にある比美乃江小学校へスクールバスで通っている。このように、かつてよりも長い通学時間がかかる
ことも、子どもたちが自由に使える時間を圧迫しているのではないだろうか。 
 
4. まとめと考察――なぜかつての遊びが見られなくなったのか 
 
 調査を進めるうちに徐々にわかってきたのは、かつて高齢者が子どものころしていた遊
びを、現在の子どもたちはしていないということである。現在の子どもたちが部活動で忙
しいことや、テレビゲームで遊ぶことについてはすでにふれたが、以下では、それとは別
の、さらに背後にある理由を考察する。 
かつての遊びの衰退の理由として真っ先にあげられるのが、一刎における少子化である。集落の中で一緒に遊ぶ子どもがいなければ、伝統的な遊びをするわけにはいかない。高齢
者の方が子どものころにしていた遊びを見てみると、複数人がそろわなければ遊びとして成立しないものや、みんなでするからこそ、楽しいであろう遊びが多く見られる。 
 少子化の影響はかなり早くからあったようである。たとえば、40 代の女性は「近所に住
む子どもがいなかったから、家でテレビゲームをしていた」と、40 代の男性は「子どもが少なかったから野球はバッターとピッチャーのみでしていた」と話している。また、20 代
以下の人の聞き取り調査からわかったのは、彼らの多くが、ゲームや漫画・テレビアニメ
のカード集め、パズルなどの、いわゆる「１人遊び」をしていることである。ある小学生
の男の子は「一刎に同級生は１人しかいないためあまり友達とは遊ばない」などという話
も聞いた。子どもたちの話を聞いていると、彼らも率先して１人遊びをしているわけでは
なく、どちらかというと一緒に遊ぶ子どもがいないため仕方なしに１人で遊んでいるとい
うような印象を受けた。 
 子どもたちが外遊びをしなくなった別の理由として考えられるのは、大人たちが子ども
の外遊びを「危険」と考えるようになったらしいことである。たとえば、60 代の女性は小
学生の孫は外に出たがるが、外に出るのは危険だから、外で遊ぶのはまだ早いと言い聞か
せている」と話していた。こうした考え方が広まった原因として考えられるのは、一刎に
－166－
おける自動車の普及である。一刎のように市街地から離れた山村での生活に、車は不可欠
である。村を走る車の数が増えるにつれて、それまで遊び場所であった家の前の道路が「危
険な場所」になっていったのではないだろうか。  
 家の外が「危険な場所」になっていくのと並行してか、子どもたちの遊びも徐々に危険
なものから遠ざかっているように思える。たとえば、高齢者が子どものころは男女ともに
石仏池で泳いで遊んでいたにもかかわらず、中高年より下の世代からは釣りだけになった、
という変化はすでに指摘したとおりである。現在の小学生になると、池で遊ぶこと自体し
ないようだ。また、30 代よりも下の世代からは、竹スキーや竹ソリをしたという話は聞か
れなかった。この変化は、少々の危険をかえりみずに、全身で水や雪を感じる遊びが少な
くなってきている、ということのように感じた。家の前の道路での遊びや池遊びが危険と
みなされる、現在の子どもたちの遊びの幅は、確実に狭まってきているだろう。 
 おわりに 
 
 調査を進めていくと、一刎でも遊び方が変化してきていること、また伝統的な遊びが衰退していることが分かった。このまま、一刎の伝統的な遊びや、自然を肌で感じながらめ
いっぱい体を動かす遊びは無くなってしまうのだろうか。あらゆることが危険視される風
潮や少子化を考えると、子どもたちが外に出る機会はますます減り、家の中での「１人遊
び」が増えていくだろう。これはある意味では仕方のないことなのかもしれない。しかし、
子どものころに学年関係なく大人数で遊びまわったことは、私の中でもとてもよい思い出
として残っている。また、今となっては、友人との遊びは人との接し方やルールを学ぶよ
い機会であったとも思う。地域の子ども同士で遊ぶ機会を持つことが出来ずに、「１人遊び」
が増えていくのは、少し寂しい気持ちになった。 
伝統的な遊びは世代を超えたコミュニケーションの機会を生むという利点がある。たと
えば、両親が共働きであった私は、祖母と過ごす時間が長かった。その中で、学校や地域
の友達とはあまりしなかった、「あやとり」や「折り紙」のような遊びを教わった。あやと
りを教わった翌日には、早速学校に持っていき、友達と一緒にあやとりをしたものだ。自
分の子ども時代を振り返ると、外で同年代の子供たちと一緒に走り回って遊ぶのも好きだ
ったが、祖母とこたつに入ってゆったりした時間を過ごすのもとても楽しかった。一刎で
は、小学生くらいの子どもが祖父母と一緒に暮らしている家庭がいくつかあったが、彼ら
はおじいちゃんやおばあちゃんとも遊んでいるのだろうか。少なくとも、今回の調査でそ
うした話は聞けなかった。ゲームで時間をつぶして過ごすのもいいが、一刎の子どもたち
には、ぜひおじいちゃんやおばあちゃんとも遊んでほしいと思う。そうすれば、きっと新
たな遊びや楽しさの発見があるだろう。そして、本章で紹介した遊びや、まだ私の知らな
－167－
い一刎の伝統的な遊びが、一つでも多く次の世代に伝わっていってほしいと思う。 
 
（イラスト：村田葉月） 
 
地域社会の文化人類学的調査23
人と地域が織りなす文化―富山県氷見市の調査記録―
発行日：2014年3月20日
編　集：野澤豊一・藤本　武
発　行：富山大学人文学部文化人類学研究室
　　　　〒930-8555 富山市五福3190
Tel.：　 076-445-6185
E-mail： anthro@hmt.u-toyama.ac.jp  
印　刷：㈱なかたに印刷
　　　　〒939-2741 富山市婦中町中名1554-23
